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越
境
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術
史
学

@
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術
史
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術
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/
展
覧
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と
A
越
境
w

一
近
年
学
問
領
域
の
越
境
性
を
言
祝

一
ぐ
風
潮
が
顕
著
だ
が
、
筆
者
は
そ
こ

に
、
安
易
に
過
去
の
現
実
を
忘
却
す
る
こ
と
に
も
繋
が
り
か

ね
な
い
、
危
険
な
兆
候
を
感
じ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
こ
の
国
に

限
ら
ず
、
十
九
世
紀
中
葉
以
降
に
確
立
し
た
美
術
史
学
、
建

築
史
学
、
考
古
学
と
い
っ
た
学
問
領
域
は
、
そ
の
誕
生
か
ら
発

問
題
設
定

育
の
過
程
で
は
ま
だ
今
日
の
よ
う
に
明
確
な
固
有
の
守
備
範

囲
の
区
別
を
も
た
ず
、
相
互
に
依
存
し
貫
入
し
あ
っ
て
い
た
。

そ
れ
に
加
え
て
、
当
時
の
世
界
的
な
植
民
地
状
況
に
あ
っ
て
、

こ
れ
ら
の
学
問
領
域
は
、
そ
も
そ
も
国
境
と
い
う
枠
組
み
を
も

侵
犯
し
つ
つ
発
展
す
る
と
い
う
、
著
し
い
越
境
性
を
そ
の
特
徴

と
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

今
日
か
ら
回
顧
す
れ
ば
、
国
際
法
侵
犯
と
い
う
意
味
で
も

違
法
な
越
境
で
す
ら
あ
り
え
た
調
査
・
探
索
が
、
学
問
の
名
に

よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
え
た
当
時
の
知
的
環
境
は
、
む
し
ろ
日
本

の
敗
戦
後
、
そ
し
て
韓
・
朝
鮮
半
島
の
側
か
ら
み
れ
ば
一
九
四

五
年
の
「
光
復
」
後
、
ま
た
中
華
人
民
共
和
国
か
ら
見
れ
ば
一

九
四
九
年
の
「
解
放
」
後
と
い
う
、
字
義
ど
お
り
「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ

ア
ル
」
な
状
況
に
よ
っ
て
か
え
っ
て
最
近
ま
で
隠
蔽
さ
れ
る
こ
と

が
多
か
っ
た
。
日
本
側
で
い
え
ば
、
過
去
の
「
侵
略
」
へ
の
罪
障
感
、

加
害
者
意
識
を
払
拭
し
、
列
島
内
部
に
自
足
し
た
営
み
へ
と

自
己
媛
小
化
・
合
理
化
を
図
ろ
う
と
す
る
過
程
で
、
か
つ
て
大

陸
進
出
と
手
を
取
り
合
っ
て
発
展
し
た
学
問
史
的
過
去
は
努

<tt:. 

v
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越
境
す
る
学
術
…
初
世
紀
前
半
の

束
ア
ジ
ア
の
遺
跡
保
存
政
策

帝
国
主
義
的
状
況
下
の

美
術
史
学
、
建
築
史
学
、
考
古
学

稲
賀
繁
美
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め
て
無
視
さ
れ
、
言
葉
少
な
い
当
事
者
の
多
く
が
世
を
去
る
と

と
も
に
忘
却
へ
と
追
い
や
ら
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
。

反
対
に
か
つ

て
日
本
の
支
配
を
受
け
た
地
域
で
は
、
国
民
意
識
の
高
ま
り

と
と
も
に
、
日
本
主
導
の
学
問
的
遺
産
は
恥
ず
べ
き
過
去
と

し
て
暗
黒
に
塗
り
込
め
ら
れ
、
あ
る
い
は
、
日
本
に
よ
る
支
配

を
糾
弾
す
る
姿
勢
に
よ
っ
て
全
面
的
に
否
定
さ
れ
、
十
匂
も
そ
こ

に
何
ら
か
の
学
術
的
貢
献
を
認
知
し
よ
う
と
す
る
が
ご
と
き

態
度
そ
の
も
の
が
忌
避
さ
れ
て
き
た
し
、
現
在
な
お
そ
の
見
直

し
に
は
根
強
い
抵
抗
が
存
続
す
る
。
も
ち
ろ
ん
当
時
の
状
況
に

関
す
る
回
想
も
い
く
つ
か
あ
り
、
専
門
家
た
ち
に
よ
る
整
理
や

批
判
が
な
い
わ
け
で
は
な
い。
だ
が
そ
う
し
た
情
報
が
広
く
一

般
に
知
ら
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。

戦
前
期
日
本
の
東
洋
美
術
史
学
、
建
築
史
学
、
考
古
学
を
、

日
本
の
大
陸
進
出
の
手
先
あ
る
い
は
共
犯
者
と
し
て
ひ
と
ま
と

め
に
断
罪
す
る
こ
と
は
、
あ
ま
り
に
容
易
い
。
そ
し
て
政
治
と

の
結
託
を
罪
状
と
し
て
学
術
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
の
は
、
事

の
善
悪
は
と
も
か
く
、
そ
れ
自
体
政
治
的
な
意
図
を
含
む
行

為
と
な
る
。
だ
が
し
か
し
逆
に
、
学
術
的
意
義
ゆ
え
に
、
先
駆

的
業
績
を
政
治
か
ら
救
出
し
よ
う
と
す
る
こ
と
も
ま
た
、
問

題
の
す
り
替
え
だ
ろ
う
。
も
と
よ
り
戦
前
期
の
美
術
史
学
、

建
築
史
学
、
考
古
学
の
国
境
を
越
え
る
隆
盛
は
、
世
界
的
な

植
民
地
状
況
と
骨
が
ら
み
で
な
け
れ
ば
あ
り
え
な
か
っ
た
。
こ

の
事
実
を
直
視
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
が
そ
の
後
、
韓
・
朝
鮮

半
島
、
中
国
大
陸
を
含
め
た
地
域
で
の
国
民
国
家
意
識
の
確

立
の
た
め
の
靭
帯
と
し
て
機
能
し
、
日
本
支
配
、
日
本
侵
略
の

い
わ
ば
負
の
文
化
的
遺
産
と
し
て
、
今
日
に
至
る
ま
で
東
ア
ジ

ア
各
地
域
の
学
問
の
あ
り
か
た
の
み
な
ら
ず
、
文
化
意
識
、
民

族
意
識
の
あ
り
か
た
そ
の
も
の
を
も
規
定
し
、
方
向
づ
け
る
役

割
を
担
い
続
け
て
き
た
こ
と
も
否
定
し
が
た
い
。
こ
の
事
実
を

具
体
的
に
検
証
し
、
そ
の
功
罪
を
歴
史
的
視
野
か
ら
聞
い
直

(l
)
 

す
必
要
が
あ
る
だ
ろ
、
っ。

「
脱
植
民
地
状
況
」
と
は
、
九0
年
代
以
降
英
米
国
を
中

心
に
流
行
を
見
た
批
評
理
論
の
た
ん
な
る
輸
入
に
止
ま
っ
て
は

な
る
ま
い
。
む
し
ろ
そ
れ
は
、
「
大
日
本
帝
国
」
崩
壊
以
降
半
世

紀
以
上
に
わ
た
り
、
消
極
的
保
身
あ
る
い
は
積
極
的
な
政
治

的
抑
圧
に
よ
っ
て
、
い
わ
ば
臭
い
も
の
に
蓋
と
い
っ
た
扱
い
を
受

け
て
封
印
さ
れ
続
け
て
き
た
学
問
史
を
再
発
掘
す
る
、
自
己

責
任
を
伴
っ
た
営
み
を
指
す
言
葉
で
あ
る
べ
き
だ
ろ
う
。
い
や

し
く
も
「
歴
史
の
真
実
」
を
語
ろ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
歴
史
学

の
一
環
と
し
て
の
学
術
の
歴
史
の
真
実
か
ら
も
ま
た
、
目
を
逸

ら
し
て
は
な
る
ま
い
。
か
つ
て
の
侵
略
者
の
側
も
、
ま
た
そ
の
被

害
者
で
あ
っ
た
側
も
、
こ
れ
ま
で
と
か
く
越
境
す
る
学
問
の
実

態
か
ら
は
目
を
逸
ら
せ
て
き
た
。
そ
う
し
た
過
去
の
隠
蔽
が

安
易
な
自
己
正
当
化
に
通
じ
る
な
ら
ば
、
こ
こ
に
は
歴
史
学
の

存
在
意
義
を
危
う
く
す
る
危
険
が
あ
ろ
う
。
過
去
の
抑
圧
に

よ
る
現
状
肯
定
と
い
う
、
こ
の
誘
惑
を
断
ち
切
る
た
め
に
も
、
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陸
進
出
と
手
を
取
り
合
っ
て
発
展
し
た
学
問
史
的
過
去
は
努
一
の
事
実
を
直
視
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
が
そ
の
後
、
韓
・
朝
鮮
一
よ
る
現
状
肯
定
と
い
う
、
こ
の
誘
惑
を
断
ち
切
る
た
め
に
も
、

越
境
す
る
学
術
の
倫
理
を
問
い
直
す
必
要
が
あ
ろ
う
。

こ
こ
で

「
倫
理
」
と
い
う
の
は
、
出
来
合
い
の
|
|
越
境
と
は
無
縁
の

|
|
道
徳
律
に
沿
っ
た
善
悪
の
判
断
に
安
住
す
る
こ
と
で
は
な

く
、
む
し
ろ
そ
う
し
た
判
断
を
司
る
規
範
そ
の
も
の
を
い
か
に

方
向
づ
け
る
か
を
問
題
に
し
た
い
、
と
い
う
「
狙
い
」
を
込
め
た

(2
)
 

言
葉
だ
。

以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
に
た
っ
て
、
以
下
戦
前
期
の
日
本

の
考
古
学
、
建
築
史
学
、
美
術
史
学
と
そ
の
周
辺
の
状
況
を

簡
単
に
洗
い
だ
し
て
み
た
い
。

幸
い
こ
こ
最
近
、
関
連
す
る
業

績
が
、
こ
と
な
る
分
野
で
相
次
い
で
あ
げ
ら
れ
始
め
て
い
る。

以
下
の
論
述
で
は
、
こ
れ
ら
最
新
の
成
果
に
多
く
依
拠
す
る
こ

と
を
あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し
、
参
照
し
た
論
文
の
著
者
に
御

礼
申
し
上
げ
る
。

な
お
個
々
の
事
例
の
意
義
づ
け
は
あ
く
ま
で

も
筆
者
の
見
解
で
あ
り
、
参
照
し
た
論
文
の
著
者
の
見
解
と

は
異
な
る
場
合
も
な
し
と
し
な
い
。

一
日
本
統
治
下
の
韓
半
島
に
お
け
る

一
考
古
学
的
調
査
は
、
朝
鮮
に
お
け

る
最
初
の
遺
跡
発
掘
で
あ
り
、
文
化
財
保
護
政
策
で
あ
る
と

と
も
に
、
ま
た
大
日
本
帝
国
が
国
家
の
威
信
を
か
け
て
遂
行

し
た
文
化
事
業
で
も
あ
り
、
さ
ら
に
は
日
本
が
欧
米
列
強
の

植
民
地
に
お
け
る
学
術
探
査
、
遺
跡
発
掘
に
模
範
を
取
っ
て

進
め
た
、
と
い
う
限
り
で
、
広
義
の
植
民
地
統
治
事
業
の
一
環

関
野
貞
と

朝
鮮
古
蹟
調
査

を
な
す
も
の
で
も
あ
っ
た
。

朝
鮮
総
督
府
に
よ
る
古
蹟
調
査
と
保
存
事
業
は
、
日
本
に

よ
る
韓
国
併
合
に
先
立
つ
統
監
府
時
代
(
一
九O
九
)
、
度
支

部
が
関
野
貞
を
招
聴
し
て
韓
半
島
全
土
の
古
建
築
調
査
を
委

嘱
し
た
時
点
に
湖
る
。
ま
た
こ
れ
と
は
別
に
、
併
合
後
の
一
九

一
一
年
か
ら
総
督
府
学
務
局
の
事
業
と
し
て
、
人
類
学
・
先

史
学
の
調
査
研
究
が
鳥
居
龍
蔵
(
一
八
七
O
l

一
九
五
三
)

に
委
嘱
さ
れ
る
。

関
野
の
調
査
の
成
果
は
、
一
九
一
六
年
に
は

四
冊
の
発
刊
を
見
た
『
朝
鮮
古
蹟
図
譜
』
に
結
実
す
る
。
関
野

の
古
蹟
調
査
事
業
と
鳥
居
の
史
料
調
査
事
業
と
は
、
一
九
一

六
年
四
月
に
は
総
督
府
総
務
局
に
併
合
さ
れ
、
一
九
一
五
年

景
福
宮
内
に
設
置
さ
れ
た
美
術
館
を
引
き
継
い
だ
総
督
府
博

物
館
に
お
い
て
統
合
管
掌
さ
れ
る
。

こ
の
移
行
を
期
し
、
一
九

一
六
年
七
月
に
は
「
古
蹟
及
び
遺
物
保
存
規
則
」
が
発
布
さ
れ

る
。

ま
ず
最
初
に
、
こ
こ
ま
で
の
経
緯
を
簡
単
に
復
習
し
て
お

き
た
い
。

一
九
一
六
年
に
至
る
初
期
朝
鮮
古
蹟
調
査
の
中
心
人
物
は
、

関
野
貞
(
一
八
六
七
|
一
九
三
五
)。
近
年
内
外
で
、
そ
の
業

績
を
再
評
価
す
る
動
き
が
あ
り
、
以
下
の
論
述
も
そ
れ
ら
に

依
る
。

関
野
の
調
査
に
先
行
す
る
調
査
と
し
て
は
、
八
木
英

三
郎
に
依
る
一
九
O
O

年
と
一
九
O

一
年
の
二
回
に
わ
た
る

人
類
学
的
調
査
が
知
ら
れ
る
。

元
来
は
坪
井
正
五
郎
の
意
向

箇程行行放査調鮮朝
含

に
よ
っ
て
東
京
帝
国
大
学
人
類
学
教
室
か
ら
派
遣
さ
れ
た
も

の
だ
が
、
む
し
ろ
考
古
学
を
専
門
と
す
る
入
木
は
、
と
り
わ
け

第
二
回
に
は
先
史
時
代
の
遺
跡
、
江
原
道
雀
里
樟
石
な
ど
の

墳
墓
、
さ
ら
に
は
仏
教
寺
院
や
遺
構
、
城
郭
な
ど
を
ひ
ろ
く

実
見
し
た
形
跡
が
あ
る
。

八
木
の
調
査
は
前
例
を
み
な
い
も
の

ゆ
え
、
踏
査
行
程
に
も
試
行
錯
誤
の
跡
が
あ
り
、
ま
た
報
告

は
『
東
京
人
類
学
会
雑
誌
』
を
中
心
に
、
個
別
的
・
断
片
的
な

論
文
が
三
O
点
ほ
ど
確
認
さ
れ
る
に
と
ど
ま
る
が
、
そ
れ
ら
を

集
計
し
た
高
正
龍
氏
は
、
八
木
の
知
見
が
つ
づ
く
関
野
の
調
査

(3) 

に
禅
益
し
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る。

一
九
O

一
年
に
東
京
帝
国
大
学
助
教
授
に
任
命
さ
れ
て
い

た
関
野
貞
は
、
東
京
帝
国
大
学
か
ら
の
官
命
に
よ
り
一
九
O

二
年
、
韓
国
建
築
調
査
の
た
め
韓
半
島
に
赴
く
。

七
月
五
日

に
仁
川
上
陸
。

お
も
に
京
城
、
開
城
、
慶
州
・
釜
山
の
三
地
域

.刊 号

務
hι

が
朝鮮調査旅行行程図(関野貞『朝鮮の建築と芸術』岩波書店、 1941 年より)
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図 1
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を
中
心
に
調
査
を
進
め
、
九
月
四
日
釜
山
を
出
港
し
て
帰
国

の
途
に
つ
く。
成
果
は
『
東
京
帝
国
大
学
工
科
大
学
学
術
報
告

第
六
号
(
韓
国
建
築
調
査
報
告
)
』
と
し
て
一
九O四
年
に
刊

行
。
さ
き
に
奈
良
県
技
師
と
し
て
古
社
寺
調
査
を
行
っ
た
経

験
を
生
か
し
、
様
式
比
較
と
文
献
資
料
と
を
照
合
し
た
年
代

比
定
、
歩
測
と
実
測
を
併
用
し
た
建
築
配
置
図
作
成
、
瓦
や

彫
刻
な
ど
の
拓
影
、
土
器
な
ど
の
ス
ケ
ッ
チ
が
盛
ら
れ
る。
そ

の
緒
言
に
は
「
数
千
年
ノ
旧
国
」
た
る
韓
国
は
、
大
陸
か
ら
の
侵

襲
を
う
け
隷
属
し
た
こ
と
も
あ
る
が
、
「
量
多
少
ノ
特
色
ヲ
発

現
セ
ザ
ラ
ン
ヤ
」
と
し
、
そ
の
建
築
術
の
由
来
、
変
遷
を
跡
づ

け
、
「
我
国
及
漢
土
」
と
の
関
係
を
研
究
す
る
こ
と
が
「
世
界
ノ

建
築
史
特
ニ
東
洋
ノ
建
築
史
ヲ
研
究
ス
ル
上
ニ
於
テ
最
必
要
」

と
の
認
識
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
関
野
の
調
査
が
、
韓
半
島
に

お
け
る
最
初
の
文
化
財
調
査
と
さ
れ
、
写
真
版
二
八
五
葉
、

木
版
図
版
七
六
葉
、
挿
図
三
六
三
葉
を
含
む
『
韓
国
建
築
調

査
報
告
」
は
、
少
な
く
と
も
日
本
の
考
古
学
史
で
は
、
韓
半
島

に
お
け
る
文
化
財
行
政
の
起
点
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る。

そ
の
後
、
今
西
龍
が
一
九
O
六
年
に
は
慶
州
で
古
墳
を
、

一
九
O
七
年
に
は
柴
田
常
恵
と
並
ん
で
金
海
貝
塚
を
発
掘
し

て
い
る
が
、
そ
の
詳
細
は
不
明。
む
し
ろ
一
九
一
六
年
以
降
の

発
掘
調
査
の
方
法
に
直
接
的
か
つ
決
定
的
な
影
響
を
与
え
た

の
は
、
一
九
O
九
年
以
降
、
関
野
を
中
心
と
し
、
栗
山
俊
一
、

谷
井
済
一
を
伴
っ
て
一
九
一
五
年
に
至
る
ま
で
毎
年
な
さ
れ

た
朝
鮮
古
蹟
調
査
だ
っ
た。
そ
の
詳
細
は
、
『
考
古
学
史
研
究
」

第
九
号
に
高
橋
潔
氏
に
よ
る
復
元
が
み
ら
れ
る
の
で
、
詳
細
は

そ
ち
ら
に
誌
μ。
一
九O
九
年
に
は
慶
州
、
京
城
、
開
城
、
平

壌
を
中
心
に
、
一
九
一
O
年
に
は
南
西
部
の
慶
尚
南
道
(
三

国
時
代
伽
人
耶
の
遺
跡
)
、
全
羅
南
・
北
道
、
一
九
一
一
年
に

は
慶
尚
北
道
と
平
壌
周
辺
(
黄
海
道
、
鳳
山
郡
に
お
け
る
帯

方
郡
治
祉
の
発
見
)
、
一
九
一
一
一
年
に
は
南
東
部
の
江
原
道
、

召
v
hド
」
t
uん
~
九
百
人
凶
丹
市
d
沼
町
富U
B
Y
-
作
品
ヲQ
o

『
大
日
本
史
』
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
六
六
巻
の
編纂
者

と
し
て
名
を
残
す
黒
板
勝
美
(
一
八
七
四
l

一
九
四
六
)
は
、

東
京
大
学
文
学
部
国
史
学
科
に
三
十
年
以
上
に
わ
た
っ
て
勤

続
し
、
ま
た
史
料
編

纂
官
の
役
職
も
担
っ
た
が
、
と
り
わ
け

『
朝
鮮
史
」
お
よ
び
朝
鮮
古
蹟
調
査
事
業
の
中
心
人
物
だ
っ
た

こ
と
が
、
今
日
の
日
本
史
研
究
者
の
世
界
で
は
か
え
っ
て
忘
れ

ら
れ
て
い
る
。

小
学
館
日
本
大
百
科
全

書
二
0
0
0

年
版
の

記
載
に
も
、
古
蹟
調
査
の
こ
と
が
事
項
と
し
て
触
れ
ら
れ
る
の

み
で
、
『
朝
鮮
史
』
に
関
す
る
記
載
は
見
え
な
い

。

黒
板
は
こ
の

朝
鮮
史
編
纂
に
嘱
託
と
し
て
参
加
す
る
以
前
、
東
京
帝
国
大

学
総
長
の
命
に
よ
り
一
九
一
五
年
七
月
に
初
め
て
韓
半
島
を

訪
れ
、
三
カ
月
ほ
ど
を
か
け
て
、
忠
清
道
、
慶
尚
道
、
全
羅
道

を
調
査
し
た
、
と
い
う。

一
九
一
六
年
の
「
古
蹟
及
遺
物
保
存
規
則
」
発
布
に
と
も

な
っ
て
総
督
府
が
設
置
し
た
朝
鮮
古
蹟
調
査
委
員
会
で
も
、

黒
板
は
発
足
と
同
時
に
そ
の
中
心
的
な
役
割
を
も
は
た
す。

実
際
、
「
古
蹟
及
遺
物
保
存
規
則
」
等
に
は
、
黒
板
が
従
来
か

ら
提
唱
し
て
い
た
提
言
が
多
く
盛
り
込
ま
れ
て
い
た。
と
り
わ

け
、
朝
鮮
に
お
け
る
古
蹟
調
査
は
、
総
督
府
自
ら
が
行
い
、
古

蹟
の
移
動
、
修
復
、
保
存
に
は
総
督
府
の
許
可
が
必
要
と
規

定
し
、
保
存
管
理
の
行
政
事
務
も
す
べ
て
総
督
府
総
務
課
所

属
の
博
物
館
(
上
述)に
よ
っ
て
執
行
さ
せ
て
い
る
。

従
来
韓
国
側
の
考
古
学
会
で
は
、
こ
の
一
九
一
六
年
の
「
古

蹟
及
遺
物
保
存
規
則
」
は
、
日
本
に
よ
る
統
治
の
た
め
の
道
具

に
す

、

ぎ
ず
、
実
体
の
な
い
空
文
、
あ
る
い
は
か
え
っ
て遺蹟
の
略

奪
を
促
進
し
た
悪
法
と
の
評
価
も
な
さ
れ
て
き
た
。

だ
が
李

成
市
教
授
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の
韓
半
島
で
の
施
行
を

下
敷
き
と
し
て
、
そ
れ
に
三
年
遅
れ
る
一
九
一
九
年
に
、
日

本
内
地
で
「
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
保
存
法
」
が
公
布
さ
れ

(6
)
 

た
こ
と
は
看
過
で
き
ま
い
。

こ
の
法
令
施
行
の
背
後
で
黒
板
の

忠
清
北
道
、
慶
尚
北
道
(
太
白
山
浮
石
寺
の
無
量
寿
殿
・
祖

師
堂
を
高
麗
時
代
の
最
古
の
木
造
建
築
と
同
定
)
、
一
九
一

三
年
に
は
北
部
の
平
安
南
・
北
道
、
成
鏡
南
道
(
大
同
江
左
岸
、

面
土
城
発
掘
に
よ
る
「
楽
浪
郡
治
祉
」
の
断
定
)
、
一
九
一
四

年
(
関
野
は
本
年
不
参
加
)
に
は
北
東
端
の
成
鏡
北
道
お
よ
び

そ
れ
に
隣
接
す
る
「
満
洲
」
東
端
の
間
島
地
域
。

こ
れ
で
一
応

全
土
の
踏
査
を
終
え
た
も
の
ら
し
く

、
一
九
一
五
年
に
は
開

城
、
忠
清
北
道
の
扶
絵
、
慶
尚
北
道
の
慶
州
を
中
心
に
、
古

墳
の
発
掘
に
主
力
を
注
ぎ
、
狙
い
ど
お
り
開
城
で
は
高
麗
時

代
、
慶
州
で
は
新
羅
時
代
、
扶
飴
で
は
百
済
時
代
の
古
墳
を

発
掘
調
査
し
て
い
る。
こ
れ
ら
前
後
六
回
に
お
よ
ぶ
網
羅
的
な

調
査
で
、
朝
鮮
各
地
の
基
本
台
帳
が
作
成
さ
れ
る
。

関
野
の

調
査
の
成
果
は
、
一
九
一
六
年
に
は
四
冊
の
発
刊
を
見
た
『
朝

鮮
古
蹟
図
譜
』
に
結
実
す
る。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
日
本
統
治
下
の

韓
国
に
お
け
る
、
古
蹟
及
び
遺
物
保
存
の
準
備
が
整
っ
た
こ
と

と
な
る
。

黒
板
勝
美
と

「
古
蹟
及
遺
物

保
存
規
則
」

先
述
の
と
お
り
、
関
野
貞
の
調
査
と

一
主
導
に
な
さ
れ
た
「
ハ
イ
マ1
ト
シ
ユ
ツ
ツ
」
(
郷
土
保
護
)
の
思
想
一
本
人
と
「
朝
鮮
人
」
の
同
族
た
る
こ
と
を
証
明
し
、
韓
国
併
合

並
び
、
一
九
一
一
年
か
ら
は
朝
鮮

総
督
府
内
務
部
学
務
局
編
輯
課
の

教
科
書
編
集
事
業
の
史
料
調
査
と
し
て
、
鳥
居
龍
蔵
が
先
史

遺
跡
調
査
に
携
わ
っ
て
い
た。
こ
の
調
査
に
は
一
九
一
三
年
か

ら
は
今
西
龍
、
一
九
一
五
年
か
ら
は
黒
板
勝
美
が
参
加
し
、

部
分
的
に
関
野
の
調
査
と
合
流
す
る
。

関
野
の
古
蹟
調
査
事

業
と
、
鳥
居
の
史
料
調
査
事
業
と
は
、
一
九
一
六
年
四
月
に

は
総
督
府
総
務
局
に
併
合
さ
れ
、
総
督
府
博
物
館
(
一
九
一

五
年
景
福
宮
内
に
設
置
さ
れ
た
美
術
館
を
引
き
継
い
だ
も

の
)
に
お
い
て
、
統
合
管
掌
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
を
規
定
し
た
の
が
、

一
九
一
六
年
七
月
に
発
布
さ
れ
た
「
古
蹟
及
遺
物
保
存
規

則
」。
そ
し
て
こ
の
規
則
の
策
定
お
よ
び
施
行
に
大
き
く
関
与

し
た
の
が
黒
板
勝
美
だ
っ
た。
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方
郡
治
祉
の
発
見
)
、
一
九
一
二
年
に
は
南
東
部
の
江
原
道
、

果
た
し
た
役
割
が
問
題
と
な
る
。

そ
れ
以
前
の
日
本
国
内
に
お
け
る
文
化
財
保
存
政
策
と
し

て
は
、
一
八
八
八
年
に
宮
内
省
に
設
置
さ
れ
た
臨
時
全
国
宝

物
取
調
局
の
事
業
が
先
行
し
て
い
る
。
一
八
九
七
年
に
事
業

終
了
と
と
も
に
廃
止
さ
れ
る
段
階
で
提
出
し
た
鑑
査
表
が
、

全
部
で
一
二
万
五
O
九
一
点
に
の
ぼ
る
対
象
を
集
計
し
、
そ

れ
を
重
要
度
に
よ
っ
て
八
等
級
に
分
類
し
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の

時
点
で
内
務
省
か
ら
「
古
社
寺
保
存
法
」
(
一
八
九
七
)
が
公

布
さ
れ
、
建
立
以
来
四
百
年
以
上
を
経
過
し
た
社
寺
を
対
象

に
、
文
化
財
保
護
政
策
の
基
軸
が
据
え
ら
れ
た
。

さ
て
、
一
九
O
八
年
か
ら
足
掛
け
四
年
に
わ
た
る
欧
米
視

察
よ
り
帰
国
し
た
黒
板
は
、
一
九
一
一
年
に
侯
爵
徳
川
頼
倫

を
会
長
と
し
て
発
足
し
た
民
間
団
体
、
「
史
蹟
及
天
然
記
念

物
保
存
協
会
」
に
名
を
連
ね
る
。
協
会
は
一
九
一
一
年
に
貴

衆
両
院
に
提
出
さ
れ
た
「
史
蹟
及
天
然
記
念
物
保
存
ニ
関
ス
ル

建
議
案
」
実
現
の
た
め
の
機
関
だ
っ
た
。
そ
の
隔
月
刊
の
機
関

紙
『
史
蹟
及
天
然
記
念
物
』
(
一
九
一
七
年
九
月
創
刊
)
に
、

黒
板
は
四
度
に
わ
た
り
「
史
蹟
遺
物
保
存
に
関
す
る
研
究
の

概
説
」
を
連
載
す
る
(
第
一
巻
一
一
一

l

六
号
)
。

こ
こ
で
黒
板
は
、
臨
時
全
国
宝
物
取
調
局
の
実
施
し
た
よ

う
な
等
級
分
類
を
批
判
し
、
ド
イ
ツ
の
保
存
政
策
を
模
範
と

し
た
台
帳
方
式
を
提
唱
す
る
。
ま
た
「
古
社
寺
保
存
法
」
が
遺

物
の
「
復
旧
」
に
下
付
金
を
与
え
る
の
を
批
判
し
、
現
状
保
存

を
訴
え
る
と
と
も
に
、
た
ん
に
国
宝
・
特
別
保
護
建
造
物
の
指

定
に
と
ど
ま
ら
ず
、
中
央
監
督
局
を
設
置
し
て
、
史
蹟
・
遺
物

を
一
括
し
て
掌
握
・
監
督
す
る
必
要
を
唱
え
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
献
策
が
、
す
で
に
朝
鮮
半
島
で
発
布
・
施
行
さ
れ
た
「
古
蹟

及
遺
物
保
存
規
則
」
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
の
は
、
一
目
瞭
然

だ
ろ
う
。
高
木
博
志
は
さ
ら
に
、
史
実
の
み
な
ら
ず
伝
説
的
な

史
蹟
遺
物
の
保
存
を
主
張
す
る
点
、
ま
た
ド
イ
ツ
で
は
地
域

し
た
の
が
黒
板
勝
美
だ
っ
た
。

主
導
に
な
さ
れ
た
「
ハ
イ
マl
ト
シ
ユ
ツ
ツ
」
(
郷
土
保
護
)
の
思
想

を
、
内
務
省
主
導
の
地
方
改
良
政
策
、
国
民
教
育
の
道
具
へ

(7) 

と
換
骨
奪
胎
す
る
論
調
に
注
目
し
て
い
る
。

一
九
一
一
年
の
帰
国
以
来
、
黒
板
の
な
し
た
提
言
の
多
く

は
、
「
西
遊
二
年
欧
米
文
明
記
」
や
「
挨
及
に
於
け
る
発
掘
事

業
」
な
ど
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
欧
米
で
得
た
知
見
、
と
り

わ
け
植
民
地
事
業
の
一
環
と
し
て
の
遺
跡
発
掘
・
保
存
事
業

を
模
範
と
す
る
も
の
だ
っ
た
。
黒
板
は
、
そ
れ
を
ま
ず
併
合
さ

れ
た
韓
半
島
で
い
わ
ば
試
行
的
、
実
験
的
に
実
施
に
移
し
、
つ

い
で
そ
れ
に
必
要
な
修
正
を
加
え
つ
つ
、
改
め
て
日
本
内
地
に

も
適
用
す
る
、
と
い
う
手
法
を
取
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
宇
垣
総

督
、
今
井
田
総
監
と
密
接
な
関
係
を
存
分
に
活
用
し
て
、
施

策
の
根
本
方
針
を
直
接
最
高
責
任
者
に
具
申
し
、
め
ん
ど
う

な
法
手
続
き
を
飛
び
越
し
て
、
極
め
て
能
率
的
に
法
令
化
の

う
え
実
施
に
移
し
て
い
っ
た
、
黒
板
の
特
権
行
使
の
様
子
が
窺

ふ
ん
る
。

『
朝
鮮
史
』

編
纂
事
業
の

《
越
境
性V

こ
う
し
た
古
蹟
保
存
事
業
と
車
の

両
輪
の
よ
う
な
関
係
で
進
め
ら
れ
た
、

も
う
ひ
と
つ
の
事
業
が
『
朝
鮮
史
』
編

纂
だ
っ
た
。
『
朝
鮮
史
』
編
纂
事
業
は
、
一
九
二
二
年
の
「
朝
鮮

史
編
纂
委
員
会
規
定
」
発
布
を
も
っ
て
開
始
さ
れ
、
一
九
三
八

年
に
全
冊
刊
行
を
終
了
し
た
、
前
後
十
六
年
に
わ
た
る
事
業

で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
前
史
と
し
て
、
一
九
一
六
年
に
総
督
府

中
枢
院
で
着
手
さ
れ
た
「
朝
鮮
半
島
史
」
の
企
画
に
一
瞥
す
る

必
要
が
あ
る
。
こ
の
事
業
に
加
わ
っ
た
の
が
、
京
都
帝
国
大
学

教
授
、
三
浦
周
行
、
同
講
師
、
今
西
龍
そ
し
て
、
当
時
東
京

帝
国
大
学
助
教
授
、
史
料
編
纂
官
の
、
黒
板
勝
美
。
同
一
九

一
六
年
七
月
の
寺
内
正
毅
総
督
に
よ
る
「
編
纂
要
旨
」
か
ら
は
、

朝
鮮
独
立
運
動
封
殺
に
よ
っ
て
か
え
っ
て
民
衆
の
反
発
を
招
く

愚
を
犯
す
か
わ
り
に
、
「
公
明
的
確
」
な
史
書
を
作
成
し
、
日

た
こ
と
は
看
過
で
き
ま
い
。
こ
の
法
令
施
行
の
背
後
で
黒
板
の

本
人
と
「
朝
鮮
人
」
の
同
族
た
る
こ
と
を
証
明
し
、
韓
国
併
合

が
「
朝
鮮
人
」
の
利
益
に
か
な
う
政
策
で
あ
る
こ
と
を
読
者
に

納
得
さ
せ
る
こ
と
が
、
編
集
意
図
と
し
て
明
言
さ
れ
る
。

こ
の
『
半
島
申
ん
』
編
纂
は
一
九
二
四
年
に
は
事
実
上
の
打
ち

切
り
と
な
っ
て
い
る
が
、
中
村
栄
孝
に
よ
れ
ば
、
そ
の
背
景
に
は

一
九
一
九
年
の
三
・
一
独
立
運
動
を
契
機
と
し
た
統
治
政
策

の
変
更
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
そ
う
し
た
な
か
、
黒
板
を
中
心
と

し
て
一
九
二
二
年
十
二
月
に
朝
鮮
史
編
修
委
員
会
規
定
が

公
布
さ
れ
、
黒
板
と
は
同
窓
の
有
吉
忠
一
政
務
総
監
時
代
の

一
九
二
五
年
六
月
、
朝
鮮
史
編
修
会
官
制
の
公
布
に
至
る
。

こ
の
よ
う
に
、
一
九
二
五
年
以
降
、
朝
鮮
総
督
府
の
管
理
下

で
国
家
事
業
と
し
て
の
体
裁
を
整
え
て
実
施
さ
れ
た
朝
鮮
史

編
修
に
は
、
一
九
二
二
年
か
ら
一
九
三
八
年
ま
で
に
、
九
八

万
円
に
の
ぼ
る
予
算
が
つ
ぎ
込
ま
れ
た
。
こ
れ
は
六
七
八
万
円

を
要
し
た
と
さ
れ
る
総
督
府
庁
舎
総
工
費
の
一
五
%
に
匹
敵

す
る
出
費
で
あ
る
。
予
算
が
増
額
の
一
歩
を
た
ど
る
な
か
、
黒

板
は
事
務
担
当
を
陣
頭
指
揮
で
督
励
し
、
自
ら
予
算
折
衝
に

あ
た
っ
た
と
い
う
。
李
成
市
教
授
に
よ
れ
ば
、
こ
の
編
修
事
業

に
あ
っ
て
も
一
貫
し
て
日
本
・
朝
鮮
同
祖
論
が
主
張
さ
れ
、
日

本
に
よ
る
韓
半
島
併
合
を
正
当
化
す
る
こ
と
が
編
纂
の
目
的

で
あ
っ
た
と
い
い
、
と
り
わ
け
い
わ
ゆ
る
壇
君
神
話
に
関
し
て
は
、

日
本
側
委
員
が
こ
れ
を
近
年
の
神
話
握
造
と
し
て
、
朝
鮮
側

委
員
の
議
論
を
封
殺
し
よ
う
と
し
た
様
子
が
『
朝
鮮
史
編
修

事
業
概
要
』
か
ら
も
窺
え
る
と
い
う
。

や
が
て
一
九
=
二
年
に
宇
垣
一
成
総
督
下
で
財
政
緊
縮
政

策
が
導
入
さ
れ
て
古
蹟
調
査
事
業
が
困
難
に
陥
る
と
、
黒
板

の
発
案
に
よ
り
、
博
物
館
の
外
郭
団
体
と
し
て
朝
鮮
古
蹟
研

究
会
が
創
設
さ
れ
、
外
部
資
金
を
導
入
し
て
調
査
を
継
続
し
、

敗
戦
に
至
る
ま
で
同
研
究
会
が
総
督
府
の
保
存
事
業
を
実
質

的
に
担
っ
た
。
朝
鮮
古
蹟
研
究
会
の
援
助
を
得
て
な
っ
た
事
業
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成
果
は
、
十
冊
の
朝
鮮
古
蹟
調
査
報
告
、
五
冊
の
朝
鮮
古
蹟

関
図
譜
、
二
冊
の
朝
鮮
宝
物
図
譜
へ
と
結
実
し
た
。

こ
れ
ら
の

成
果
は
、
日
本
に
よ
る
韓
半
島
支
配
の
正
当
性
の
証
し
で
も

あ
れ
ば
、
ま
た
諸
外
国
に
向
け
て
誇
る
べ
き
、
い
わ
ば
「
勲
章
」

と
し
て
、
総
督
府
に
よ
る
外
交
戦
略
に
も
利
用
さ
れ
た。
藤
田

亮
策
は
、
寺
内
総
督
が
『
朝
鮮
古
蹟
図
譜
」
を
秘
書
官
室
に
保

管
さ
せ
、
内
外
の
来
賓
や
各
国
領
事
、
外
国
の
著
名
人
た
ち

に
、
自
ら
署
名
し
て
贈
っ
た
こ
と
を
回
想
に
述
べ
て
い
る
。

一
以
上
、
本
稿
で
は
わ
ず
か
ふ
た
り
の

一
人
物
、
そ
れ
も
そ
の
朝
鮮
統
治
政

策
と
関
係
し
た
活
動
の
、
極
め
て
限
ら
れ
た
側
面
に
照
明
を

当
て
た
に
過
ぎ
な
い。
関
野
貞
に
関
し
て
い
え
ば
、
朝
鮮
古
蹟

調
査
と
平
行
し
て
、
一
九
O
六
年
か
ら
死
去
の
年
、
一
九
三

五
年
に
至
る
前
後
十
回
の
中
国
建
築
調
査
と
い
う
膨
大
な
事

業
が
あ
る
。

こ
れ
に
関
し
て
は
、
『
日
本
対
中
国
城
市
与
建
築

的
研
究
』
(
中
国
水
利
水
電
出
版
社
、
一
九
九
九
年
)
の
著
者
、

ジ
ヨ
ソ
ウ
プ
ン

徐
蘇
斌
さ
ん
に
、
通
称
「
関
野
調
査
帳
」
を
精
査
し
た
論
文

「
関
野
貞
と
中
国
建
築
研
究
」
が
あ
る。
そ
こ
で
は
、
一
九
三

学
術
交
流
の

越
境
に
む
け
て

O
年
に
民
園
政
府
に
よ
り
「
古
物
保
存
法
」
が
ま
が
り
な
り
に

も
施
行
さ
れ
た
中
国
で
、
晩
年
の
関
野
が
伊
東
忠
太
と
と
も

に
中
国
営
造
学
社
(
一
九
二
九
年
設
立
)
に
入
会
し
、
ま
た
荒

木
清
三
の
仲
介
で
同
社
長
・
朱
啓
鈴
と
面
会
し
、
研
究
交
流

の
計
画
を
練
っ
た
も
の
の
、
一
九
一
三
年
九
月
十
八
日
の
満
州

事
変
勃
発
に
よ
り
そ
の
機
会
を
失
い
、
や
が
て
満
洲
、
熱
河
は

承
徳
の
避
暑
山
荘
、
ラ
マ
廟
調
査
、
保
存
へ
と
転
進
す
る
経
緯

が
詳
説
さ
れ
て
い
る。
脊
髄
性
急
性
白
血
病
で
関
野
が
急
逝

す
る
直
前
に
建
議
し
た
承
徳
歴
史
建
造
物
の
保
存
案
は
、
し

か
し
「
偽
満
洲
国
」
の
財
政
事
情
と
、
緊
急
性
の
欠
如
と
い
う

理
由
か
ら
、
あ
え
な
く
却
下
さ
れ
る
。

朝
鮮
考
古
学
と
日
本
統
治
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
表
畑
逸

(8) 

U
C
L
A

準
教
授
に
先
駆
的
な
研
究
書
が
あ
る
。

そ
の
や
や

一
般
向
き
の
要
約
、
「
朝
鮮
の
過
去
を
め
ぐ
る
政
治
学
|
|

朝
鮮
半
島
に
お
け
る
日
本
植
民
地
考
古
学
の
遺
産
」
は
、
白

鳥
庫
吉
、
鳥
居
龍
蔵
、
関
野
貞
の
ほ
か
、
漬
田
耕
作
、
原
田

淑
人
、
池
内
宏
、
梅
原
末
治
、
藤
田
亮
策
ら
に
至
る
業
績
を

再
評
価
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
解
読
格
子
が
(
l
)「
日
鮮
同
祖

論
」
、
(
2
)任
那
に
お
け
る
日
本
の
天
皇
に
よ
る
朝
鮮
支
配
の

立
証
、
(
3
)中
国
の
影
響
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
中
国
の
模
倣

と
し
て
朝
鮮
の
遺
跡
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
傾
向
、
(
4
)統

一
新
羅
以
降
の
朝
鮮
文
明
退
行
論
な
ど
の
バ
イ
ア
ス
か
ら
自

由
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る。
と
同
時
に
同
氏
は
返
す

万
で
、
現
在
な
お
「
征
服
」
や
「
影
響
」
と
い
う
「
侵
略
ノ
イ
ロ
ー

ゼ
」
に
捕
ら
わ
れ
、
と
も
す
れ
ば
歴
史
的
尺
度
を
無
視
し
て
ま

で
朝
鮮
の
民
族
的
一
貫
性
や
文
化
的
独
立
性
に
固
執
す
る
韓

国
考
古
学
・
美
術
史
学
の
傾
向
を
も
鋭
く
批
判
す
る

。

二
O
O

一
年
三
月
、
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
の
カ
ウ
ン
テ
ィ

l

美
術

館
で
催
さ
れ
た
「
韓
国
美
術
史
の
過
去
・
現
在
・
未
来
」
を
問
う

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
発
表
以
来
、
彼
女
は
本
国
の
主
流
専

門
家
た
ち
と
の
あ
い
だ
に
論
争
を
も
巻
き
起
こ
し
て
い
る。
そ

こ
で
彼
女
は
、
国
民
主
義
的
歴
史
を
再
構
成
す
る
責
務
を
負

わ
さ
れ
た
考
古
学
の
あ
り
か
た
そ
の
も
の
に
、
日
本
統
治
下
で

発
達
し
た
学
術
の
負
の
遺
産
を
認
め
る
。

そ
こ
に
は
、
自
ら
デ

ィ
ス
ポ
ラ
韓
国
人
と
L

て
北
米
で
教
鞭
を
取
る
立
場
か
ら
、
母

国
に
な
お
根
強
い
民
族
主
義
的
感
情
に
支
配
さ
れ
た
学
問
の

枠
組
み
へ
の
疑
問
が
提
起
さ
れ
て
お
り
、
学
術
交
流
に
お
け
る

知
的
な
越
境
の
必
要
が
訴
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る。

知
識
人
の
越
境
と

学
術
の

政
治
的
無
意
識

二
O
O

一
年
六
月
、
京
都
の
国
際

日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
れ
ら

お
ふ
た
り
の
客
員
研
究
員
を
中
心

に
、
「
近
代
東
ア
ジ
ア
の
美
術
史
学
、
建
築
史
学
、
考
古
学
の

児島

成
立
一
文
化
行
政
と
そ
の
周
辺
」
と
題
す
る
小
規
模
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
催
し
た
。

そ
の
英
語
の
題
名
は
、
豪
氏
の
提
案
に
よ

り
の
円
。
∞
∞
宮
∞
口
町
。

e
E
9
q
回
。E
O
B
E

吾
σ

宮
内H
Eロ
∞
。
同

E

冨
O
含
自
国

g

け
〉
∞
冨
=
一
〉z
u〉
5
E
Z
2
R
o
u〉
H
o
g
g
-
o句

。
ロ
仏
国
。E
S
∞
σ

冨
何
百
お
。BO
Z
。

本
稿
で
ご
紹
介
し
た
黒
板

勝
美
に
関
す
る
李
成
市
教
授
の
論
文
も
、
す
で
に
ソ
ウ
ル
で
発

表
さ
れ
た
韓
国
語
版
を
改
め
て
日
本
語
で
お
願
い
し
た。
ま
た

関
野
と
朝
鮮
考
古
学
に
関
し
て
は
、
広
瀬

繁
明
氏
、
内
田
好

昭
氏
は
じ
め
、
『
考
古
学
史
研
究
』
を
発
刊
し
て
い
る
京
都
木

曜
ク
ラ
ブ
の
皆
様
、
さ
ら
に
佐
藤
道
信
・
東
京
芸
術
大
学
助
教

授
か
ら
は
、
「
近
現
代
日
本
の
美
術
政
策
と
東
ア
ジ
ア
美
術
研

究
」
と
い
う
題
で
ご
発
表
い
た
だ
い
た
が
、
こ
れ
は
追
っ
て
『
岩
波

講
座
近
代
日
本
の
文
化
史
』
第
三
巻
『
近
代
知
の
成
立
一
八

七
O
|

一
九
一
0
年
代
l

』
(
二O
O

二
年
)
に
「
日
本
美
術

と
い
う
制
度
」
と
し
て
収
め
ら
れ
た
。

そ
の
ほ
か
『
近
代
天
皇
制

の
文
化
史
的
研
究
」
の
著
者
、
高
木
博
志
氏
、
京
都
大
学
の
吉

井
秀
夫
助
教
授
、
『
東
洋
美
術
大
観
』
の
研
究
の
あ
る
村
角
紀

子
氏
ほ
か
の
方
々
に
も
、
討
議
者
と
し
て
参
加
い
た
だ
い
た
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ム
で
は
、
ほ
か
に
西
横
偉
・
愛
知
県
立
大
学

助
教
授
か
ら
、
源
氏
物
語
の
中
国
訳
で
知
ら
れ
る
随
筆
家
、

漫
画
家
の
豊
子
憧
に
関
す
る
報
告
も
得
た
。

中
井
宗
太
郎
の

「
近
代
雲
術
概
論
』
を
中
国
語
に
訳
す
こ
と
で
、
豊
は
西
洋
絵

画
の
思
想
を
中
国
に
移
入
す
る
と
と
も
に
、
例
え
ば
マ
テ
ィ
ス

に
東
洋
的
な
手
法
を
見
る
中
井
の
説
を
利
用
し
て
、
セ
ザ
ン
ヌ

は
顔
真
卿
、
マ
テ
ィ
ス
は
董
其
昌
、
ピ
カ
ソ
は
張
旭
と
い
っ
た
対

比
論
を
展
開
し
て
い
る
(
稲
賀
は
、
こ
の
対
比
は
橋
本
関
雪
の

『
南
画
へ
の
道
程
」
[
一
九
二
五
年
]
に
負
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
推
定
し
て
い
る
)
。

ま
た
大
阪
大
学
助
手
(
当
時
)
の
藤
原
貞
朗
さ
ん
に
は
、
日

本
の
植
民
地
政
策
に
お
け
る
遺
跡
保
存
と
の
比
較
の
た
め
に
、
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ベ
ヒ
ョ
ン
イ

ル

朝
鮮
考
古
学
と
日
本
統
治
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
菱
畑
逸

に
、
「
近
代
東
ア
ジ
ア
の
美
術
史
学
、
建
築
史
学
、
考
古
学
の
一
本
の
植
民
地
政
策
に
お
け
る
遺
跡
保
存
と
の
比
較
の
た
め
に
、

図 3 安井曾太郎 〈承徳繍j鴫廟) 1937年、愛知県美術館蔵<r東アジア絵画の近代展」図録より
転載)

図 2 児島虎次郎〈秋)1920年、 ポンピドウーセンター、パ1)国立近代美術館蔵<r児島
虎次郎展j図録より転載)

図 5 梅原龍三郎〈北京秋天)1942年、東京国立近代美術館蔵 <r東アジア絵画の近代展」図録よ
り転載)

『絵図 4 安井曾太郎{金蓉)1934年、東京国立近代美術館蔵<r写実の系譜N
函jの成熟展」図録より転載)
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「
二
十
世
紀
前
半
期
に
お
け
る
ア
ン
コ
ー
ル
遺
跡
の
考
古
学
と

仏
領
イ
ン
ド
シ
ナ
の
植
民
地
政
策
」
を
ご
報
告
戴
い
た
。
ア
ン
ド

レ
・
マ
ル
ロ
ー
が
巻
き
込
ま
れ
た
一
九
二
三
年
の
「
盗
掘
事
件
」

(
『
王
道
』
一
九
=
二
年
は
こ
の
事
件
を
題
材
と
す
る
)
が
皮
肉

に
も
遺
跡
保
存
の
転
換
点
と
な
り
、
以
降
ハ
ノ
イ
の
極
東
学
院

は
、
保
存
政
策
か
ら
は
完
全
に
逸
脱
し
た
古
美
術
品
販
売
路

線
に
走
る
。
一
九
=
二
年
の
パ
リ
国
際
植
民
地
博
覧
会
で
実

物
大
の
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
の
模
造
品
を
作
る
た
め
に
一
一
一
因

。
万
フ
ラ
ン
と
い
う
巨
額
が
使
わ
れ
る
一
方
、
そ
の
前
後
二
十

年
問
、
そ
の
わ
ず
か
六
%
に
過
ぎ
ぬ
七
七
万
フ
ラ
ン
足
ら
ず
の

古
美
術
品
販
売
に
頼
っ
て
、
極
東
学
院
は
現
地
調
査
の
費
用

を
捻
出
し
て
い
た
。
遺
跡
保
存
よ
り
も
文
化
的
示
威
行
為
が

は
る
か
に
重
要
だ
っ
た
植
民
地
帝
国
の
実
相
が
こ
こ
に
如
実
に

現
れ
る
。
さ
ら
に
一
九
四
一
年
に
は
極
東
学
院
と
日
本
研
究

者
の
交
流
が
図
ら
れ
、
日
本
か
ら
は
大
同
石
窟
調
査
に
も
関

与
し
た
医
学
博
士
・
太
田
正
雄
(
筆
名
、
木
下
杢
太
郎
)
や
、

京
都
大
学
が
当
時
世
界
に
誇
っ
た
考
古
学
者
・
梅
原
末
治
が

イ
ン
ド
シ
ナ
に
招
か
れ
、
ま
た
戦
時
中
の
四
三
年
に
は
、
イ
ン

ド
シ
ナ
と
日
本
と
の
古
美
術
品
交
換
の
名
目
で
「
総
計
八
ト
ン
、

二
三
箱
」
の
ク
メl
ル
美
術
が
東
京
帝
室
博
物
館
に
贈
ら
れ
る

(
そ
の
う
ち
現
在
六
九
点
が
、
東
京
国
立
博
物
館
の
『
交
換
品

(9) 

目
録
』
に
見
ら
れ
る
)
。

こ
う
し
た
な
か
、
当
然
問
わ
れ
る
べ
き
が
日
本
に
お
け
る
ア

ジ
ア
像
だ
ろ
う
。
西
原
大
輔
・
駿
河
台
大
学
助
教
授
は
、
「
近

代
日
本
絵
画
の
ア
ジ
ア
表
象
」
と
題
す
る
論
文
を
寄
稿
さ
れ
た
。

藤
島
武
二
は
大
正
二
l

三
年
、
併
合
直
後
の
朝
鮮
旅
行
よ
り

帰
国
し
て
、
朝
鮮
風
物
を
取
り
あ
げ
た
作
品
を
フ
ラ
ン
ス
の
オ

リ
エ
タ
リ
ズ
ム
絵
画
と
の
類
推
で
推
奨
し
、
や
が
て
朝
鮮
美
術 展

の
審
査
員
と
な
る
。
ま
た
湯
浅
一
郎
も
、
ギ
ヨ
メ
や
デ
ィ
ネ

と
い
っ
た
フ
ラ
ン
ス
の
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ス
ト
を
模
範
に
、
「
朝
鮮
と

か
台
湾
と
か
、
又
は
満
洲
あ
た
り
」
を
描
く
便
宜
と
必
要
を

説
く
。
一
九
二
O
年
、
パ
リ
の
サ
ロ
ン
に
出
品
さ
れ
た
児
島
虎

次
郎
の
〈
秋
〉
(
図
2
)は
朝
鮮
の
民
族
衣
装
を
ま
と
っ
た
少
女

の
肖
像
だ
が
、
こ
れ
は
思
わ
ず
梶
山
季
之
の
名
短
編
『
李
朝
残

影
』
を
想
起
さ
せ
る
。
当
時
の
「
鮮
展
」
で
朝
鮮
風
俗
の
描
写
や

題
名
が
ど
の
よ
う
に
許
可
さ
れ
、
あ
る
い
は
検
閲
さ
れ
て
い
た

の
か
も
、
な
お
研
究
す
べ
き
課
題
だ
ろ
う
。

そ
し
て
思
え
ば
関
野
よ
り
や
や
遅
れ
て
承
徳
を
訪
れ
て
〈
承

徳
則
蹴
廟
〉
(
図3
)を
描
い
た
安
井
曾
太
郎
の
《
金
蓉
》
(
図

4
、

な
ぜ
モ
デ
ル
は
チ
ャ
ナ
イ
ナ
・
ド
レ
ス
姿
な
の
か
)
、
そ
れ
と
並
べ

て
梅
原
龍
三
郎
の
《
北
京
秋
天
》
(
図

5

、
当
時
画
家
は
い
か
な

る
状
況
で
北
京
飯
店
に
陣
取
っ
た
の
か
)
を
、
「
昭
和
を
代
表
す

る
日
本
の
油
絵
」
と
し
て
図
版
掲
載
す
る
こ
と
に
、
今
ま
で
何

の
疑
念
も
抱
い
て
こ
な
か
っ
た
日
本
の
検
定
済
み
『
日
本
史
』
教

科
書
と
は
、
い
っ
た
い
い
か
な
る
政
治
的
無
意
識
、
あ
る
い
は
政

治
的
無
感
覚
の
産
物
な
の
か
、
を
聞
い
直
し
て
み
る
こ
と
も
必

要
だ
ろ
う
。
こ
こ
に
、
研
究
者
の
交
流
の
面
で
も
、
ま
た
研
究

者
個
々
人
の
意
識
の
「
脱
植
民
地
化
」
の
た
め
に
も
、
考
古
学
や

建
築
学
、
日
本
史
研
究
の
み
な
ら
ず
、
美
術
史
学
に
今
必
要

と
さ
れ
て
い
る
「
越
境
の
倫
理
」
の
現
場
が
控

h
え
て
い
る
。

*
本
稿
を
、
最
も
大
切
な
論
敵
で
あっ
た
、
千
野
香
織
氏
の
霊
に
捧

げ
る
。

注(
1
)||

該
当
す
る
時
代
に
先
立
ち
、
岡
倉
天
心
が
い
る
。
天
心
と
イ
ン
ド
の
係

わ
り
に
み
ら
れ
る
越
境
性
に
関
し
て
は
、
拙
稿「
岡倉
天
心
と
イ
ン
ド
P|
|

越
境
す
る
近
代
国
民
意
識
と
汎
ア
ジ
ア

・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

の
帰
趨
」
モ
ダ
ニ
ズ

ム
研
究
会
(
編
)
『
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
越
境
』
人
文
書
院
、
二

O
O

二
年
、
七
六
|

一
O
二
頁
。

(
2
)
|
|

越
境
の
倫
理
に
関
し
て
は
、
皇
官
E
E
官
(
手
)
"
の
さ
包
ミ

p
h
H
C
S
N切
毛
色
S

、
・M
l
N
W
G
N
h
o
s
a
~
g
R
M
U
1
0
3
E

員
、
q
e
o
N
a
p
-
-
同2

・

』
∞
・
・
N
o
c
-
-
お
よ
び
稲
賀
繁
美
(
編
)
『
異
文
化
理
解
の
倫
理
に
向
け
て
』
名

古
屋
大
学
出
版
会
、
二
O
O
O

年
、
を
参
照
。

(
3
)
|
|

高
正
龍
「
八
木
英
三
郎
の
韓
国
調
査
」
「
考
古
学
史
研
究
』
第
六
号
、

一
九
九
六
年
、
三
四
|
四
四
頁
。

(
4
)
||山
元

雅
和
「『韓
国
建
築
調
査
報
告
』を
読
む
」
『
考
古
学
史
研
究』第

八
号
「
関
野
貞
と
『
韓
国
建
築
調
査
報
告
』
」
一
九
九
八
年
、
三
ー
一
人
頁
。

(
5
)1l

『
考
古
学
史
研
究
』
第
九
号
「
関
野
貞
と
朝
鮮
古
蹟
調
査
」
(
二

O
O

一
年
五
月
)
。
『
朝
鮮
古
蹟
図
譜
』
の
詳
細
は
、
内
田
好
昭
「

日

本
統
治
下
の

朝
鮮
半
島
に
お
け
る
考
古
学
的
発
掘
調
査
(
上
こ
同
五
九
1

九
O
頁
。

(
6
)
1
|

李
成
市
「
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
と
近
代
歴
史
学
」
泉
谷
周
三
郎
・
根
元
蔚
騰

子
・
木
下
英
夫
(
編
)『崩
壊
の
時
代
に
』
同
時
代
社
、
二O
O
-
-年
、
一
六

一
ー
ー
一
八
四
頁
。

(
7
)
|
|
高
木
博
志
『
近
代
天
皇
制
の
文
化
史
的
研
究
』
校
倉
書
房
、
一
九
九

七
年
、
三
一
五
1

三
二
O
頁
。
ま
た
、
旧
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
科
学

研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書
『
日
本
に
お
け
る
美
術
史
学
の
成
立
と

展
開
』
平
成
十
三
年
。

(
8
)||
国
吉
呂

Z
R

。
3
5
5
R
5
3
9
s
w
w
3
3
2
・
2
3
R
l

。
。
円
勾
g
s
s
久
与
さ
言
。
。
目
。
匂
N
K
M

句
史
o
ミ
8
3
M
U
F問、wQ
S
門H
ぬ
S
S
目

h
h
N
K
H
F
吉
岡
。
3
G
S
匂
吉
宮
'
~
1
0
3
5
9
R
o
s
『
言
。
立
命
的
"
出
向
g
E

口
包
〈
2
1

m
R
U
可
司
円
。
∞
m
w
N
C
O
O
-

(
9
)
|
|

な
お
、
日
本
語
で
参
照
で
き
る
フ
ラ
ン
ス
の
植
民
地
文
化
政
策
に
つ
い

て
は
、
平
野
千
果
子
『
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
主
義
の
歴
史
』
人
文
書
院
、
二

O

O
二
年
、
竹
沢
尚
一
郎
明
表
象
の
植
民
地
帝
国
』
世
界
思
想
社
、
二
O
O

一
年
な
ど
の
近
著
が
あ
る。

(
叩
)||

李
仲
照
「
『
朝
鮮
美
術
展
覧
会』の
創
設
に
つ
い
て
」
『
近
代
画
説
』
第
六

号
、
一
九
九
七
年
、
二
一
|
三
九
頁
。
李
美
那
「
李
王
朝
徳
寿
宮
日
本
美

術
品
展
示
|
|
植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
美
術
の
役
割
」
『
東
ア
ジ
ア
/
絵
画

の
近
代
|
|
油
絵
の
誕
生
と
そ
の
展
開
』
静
岡
県
立
美
術
館
ほ
か
、
一
九

九
九
年
、
一
二
三
|
一
三
一
頁
、
お
よ
び
、
金
悪
信
氏
の
研
究
を
参
照
。

さ
ら
に
金
正
善
「
藤
島
武
二
の《花
龍
》を
め
ぐ
っ
て
|
|
一
九
一

0
年
代

女
性
像
に
見
ら
れ
る
朝
鮮
イ
メ
ー
ジ
」
第
四
十
七
回
圏
際
東
方
撃
者
会
議

(
二O
O

二
年
五
月
二
十
七
日
)
発
表
な
ど
。

(
日
)|
|
稲
賀
繁
美
(
編
)
『
近
代
東
ア
ジ
ア
の
美
術
史
学
、
建
築
史
学
、
考
古

学
の
成
立
一
文
化
財
行
政
と
そ
の
周
辺
』
(
凸
g
g
g
∞
巴
R
e
E

白
ミ

ω
2
1

門H
O
B
E
吾
∞
宮
町
長
甘
∞
広
三
o
号
自
国
自
け
〉
m
g
J
〉
H
F
〉
2
E
Z
2
日
夕

〉
H
o
g
g
-
o
宅
自
己
出
色
g
宮
冨
自
白
∞
O
B
B
骨
)
は
『
日
本
研
究
』
第
二
六

号
特
集
号
(
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
)
と
し
て
目
下
印
刷
中
、
近
刊

の
予
定
。
な
お
、
同
様
の
視
点
か
ら
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は

「
近
代
中
国
東
北
部
(
旧
満
州
)
文
化
に
関
す
る
総
合
研
究
」
(
研
究
代
表
・

劉
建
輝
)
を
昨
年
か
ら
進
め
て
い
る
。
「
偽
満
洲
園
」
文
芸
/
文
化
・
芸
術
な

ど
に
関
す
る
発
表
希
望
者
は
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
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作品解説

〔表紙〕
福田平八郎
〈雨〉
紙本彩色・額装
109. 7X86. 9cm 
1953年 (昭和28)
第 9 回日展出品
東京国立近代美術館蔵

(Cover) 
Heihachir� FUKUDA 
{Rain> 
color on paper, flamed 
109.7X86.9cm 
1953 (Sy�a 28) 
Exhibited at the 9th Nitten 
Owned by the National 
Museum of Modern A吋，
Tokyo 

瓦に雨が降り始めたときの光景である 。 上から下に瓦がリズミカルに並んでいて 、 静かな

リズムを感じ ざせてくれる 。 しかも瓦の輪郭は一つ一つがはっきりしていて鮮明である 。 同

じ世代の作家・徳岡神泉 (1896-1972) の同じようにリズミカルな作品 《刈田 > (1960年 、 東

京国立近代美術館蔵)に比べると、一層明快であることがわかる 。 ではそうかといってすべ

ては韻律的で明瞭かというと 、 そうではない。 雨が砕けて渉んだ跡はそれぞれ微妙に遣うし 、

瓦の色にしてみてもよく見ると、赤みがかったところもあれば 、 黒ずんだところもある 。 そ

うした瓦地にぽつんぽつんと雨が降ってくるのである。 自然の営みとは何なのだろうか。 降

ってきでは散る、水とは一体何なのだろうか。 それを見ている自分とは何なのだろうか。 ぼ

んやりと見ていると 、 果てはこんなことすらも考えさせる 。 これがこの作品の特色であり、

福田平八郎の特色ともいえるものではないだろうか。

要約し繰り返してみると、リズミカルで明快、 思索的でもあるというのが、 平八郎の特色

ではないかと思うわけであるが、振り返って歴史を見てみると 、 竹内栖鳳 (1864-1942) あ

たりから始まった日本画における写実表現の見直しが、写実を越えてこのような姿で現出す

るところとなり 、 工芸的デザイン的性格をももつに至って、一方においてたとえば陶芸家・

楠部弥弐 (1897ー 1984) の 〈彩涯、 春を告げる 、 飾皿> ( 1964年) に似て 、 明快にしてリズミ

カルと言えば\また一方においてたとえば‘グラフィックデザイナー・ 亀倉雄策 (1915-97)

の 《ポスター 、 東京オリンピック > (1964年)などにも似て 、 リズミカルにして明快と言いた

いと思う 。 瓦なら瓦、鳥なら鳥、 選手なら選手、 ともに同種多量のものを巧みに構成し表現

しているところが注目されるのである 。 因みに同じく五を扱った作品としては、 U.G. サトー

(1935-) の {JAGDA、 平和ポスター展> ( 1986年)がある 。

そしてこの平八郎はさらに 、 カラリストにして構成と表現を熟慮 しているという点で 、 フ

ランスのマティス (1869-1954) に似ていると思われるが、 それはたとえば‘平八郎の 《鰭の

鰭と甘鯛> ( 1954年、 大分県立芸術会館蔵) などとマティスの 〈木蓮のある静物> (1941-42 

年、 ポンピドウー・センター蔵) などを、比較してみれば了解されえよう 。

作者・福田平八郎について

京都で活躍した日本画家。 明治25年 (1892) 大分市大字駄原 (現王子中町)に 、 父馬太郎・

母アン(安) の長男として生まれる 。 作品に「馬安J ["馬平安J などの印文があるのは 、 この

父母の名による 。 地元の小学校、 高等小学校を卒業の後、 大分県立大分中学校に在学中に京

都へ出 、 京都市立絵画専門学校別科に入学。 翌年同美術工芸学校に入り直し、大正 4 年 (1915)

同校を卒業。 続いて大正 7 年 (1918) 先に別科に入学した絵画専門学校を卒業。 在学中から

作画出品活動を始め 、 大正 8 年 (1919) {雪》 で帝展に初入選。 同10年 ( 1921) {鯉> (宮内庁

蔵)で同展の特選を受賞 し 、 翌日年 (1922) にも 《鶴〉 で推薦を受けるところとなって、京

都の日本画家としての地位を築いた。

その展開を作風を中心に考えてみると 、 初期・展開期・成熟期・晩期の四期に分けてみる

ことができるが、 まず初期は絵画専門学校を中心に京都派の伝統である写生・写実を学んだ

時期で、 福田としては綴密な写生、 その累積による表現と構成というようなことが‘特色とな

った。 前記 《鯉〉 がこの期の代表作となる 。 そして次の展開期は昭和 7 年 (1932年、 40歳)

(~itd) 
1ME8Sf}\fiB 
<~} 
itd**~ts . t;.fHl~ 
109. 7X86. 9cm 
1953~ ( a~fIl28) 
~9[EJE3MI:B& 
**~:il:lIT{t~f;j(jW:~ 

(Cover) 
Heihachir6 FUKUDA 
{ Rain } 
color on paper, flamed 
109.7X86.9cm 
1953 (Sy6wa 28) 
Exhibited at the 9th Nitten 
Owned by the National 
Museum of Modern Art, 
Tokyo 

][ t: ~ t.Jf~ f) Mt ~ t.: t ~ 0) n"*""C' (j;) .Q 0 ... b'J> 0 l' t:][ tJ~' I) ~: ~ :f.J) v t: ML /v "C' \, \ T , ~ tJ> ~ 
I) A'~ 1t~ [; ~ itT < n.Q 0 ~ tJ> t][O)~~B ti--:)--:) t.J~·ti -::> ~ f) ~ T \, \ T~taJ.l"C' (j;).Q 0 ~ 

[;tlt{tO)f'F*·t~IRil;'p!l* (1896-1972) o)~[;J:?t:I)A' ~:f.J)v~f'F~ { tUrn } (1960iF , * 
*~:ll:lfr{"\:~%fqtt~) t:.I:t~.Q t, -~aJ.lt~"C' (j;).Q ;:: t tJ~' tJ tJ>.Q 0 "C' ti -r ? tJ> t \, \ -::> T T ~ 
Tti~~a{j"C'aJ.llOOttJ>t\,\? t , -r? "C'ti~\'\ o ffitJ~·-WFttT~ /vt':l@jiti-rn·fn~~.Pt:)i? ~ , 

][ O)ts t: ~ T JJ. T t J: < Ji.Q t, * JJ. tJ~' tJ> -::> t.: t ;:: 0 t (j;) n ti', m,"f /v t.: t ;:: 0 t (j;) .Q 0 -r 
? ~ t.:][±-!Bt:t;r-:)/vt;r-:)/v t ffit.Jf~-::> T < .Q 0)"C' (j;).Q o Elj'&O)ogJJ. t ti1iiI~O) t.: 0 ? tJ>o ~ 
-::> T ~ T Ii ~ .Q, 7.1< t ti -1t1iiI ~ 0) t.: 0 ? tJ> 0 -r n 1t Ji T \, \ .Q El * t Ii 1iiI ~ 0) t.: 0 ? tJ> 0 It 
/v -\'!> f) t Ji T \, \.Q t , ~ T ti ;:: /v ~ ;:: t T 0 t::;g. x ~ it .Q 0 ;:: n tJf ;:: O)f'F~ O)~~ts "C' (j;) f) , 
1iEl33jZ}\fiBO)~~tst t\,\x.Q to)"C'Ij:~\,\t':0? tJ> o 
~~ ~iff f) i!R ~ T JJ..Q t, I) A' ~ :f.J )v"C'aJ.lt~ , JE;t*a{j"C't (j;).Q t \, \? 0)t.J~', 3jZ}\fiBO)~~ts 

"C' Ii ~ \, \tJ> t ,1E;!,? tJ tt"C' (j;).Q t.J~' , lm f) i!R -::> T ~~ 1t Ji T JJ..Q t , 'YJ1*:I:te§1!l (1864-1942) (j;) 

~~~0Mt~-::>~B*~~~~.Q~.smo)Ji.~~,~.1tMxT;::0)J:?~."C'mWT 

.Qt;::0t~fJ , I~a{jT:-!f1 :--a{jtt~~1ttt-:)t:~-::>T , -1JI:~\'\Tt.:txti'~W~*· 

~$5$='\: (1897-1984) 0) G~~, ~1t,*tf.Q , frlimn (1964iF) t:mT , aJ.lt~t: ~ T I) A' ~ 
:f.J)vt~xti' , ~t.:-1Jt:~\'\Tt.:txli' 1' "771' ':;?T-!f1-r-' ~1f~m (1915-97 ) 

0) {;f-A9-, **:;tl):--!::" ,:;?} (1964iF) ~t't:t1~(C I)A' ~:f.J)vt:~TaJ.lt~t~\,\t.: 

\, \ t,lE;t? 0 ][~ 0][ , ,~~ 0 ,~ , ~-¥~ 0~-¥ , t t t:~~~il: O) to) 1tl-5JJ. t:*~pj(; ~SlJa 
~ T \, \.Q t ;:: 0 t.J~')i El ~ n.Q O)"C' (j;) .Q 0 ~ JJ. t: ~ [; < ][ 1t t& -::> td'F~ t ~ T ti, U.G, -tt ,,­
(1935-) 0) { JAGDA, 3jZfll;f-A9-}lO (1986iF) tJ~· (j;).Q o 

-r ~ T ;::O)3jZ}\fiBli ~ 0 I: , :f.J"7 I) A H: ~ T*Ipj(;tSm1t ~~~ ~ T\'\.Q t \,\? ,~"C' , 7 

"7:-- AO)?T l' A (1869-1954) t:1~ T \, \.Q t ,iE;I, tJn.Q t.J~', -r n ti t.: t x ti'3jZ}\fiBO) 010) 
HtlUJO (1954.$, **~:ll:~%fq~tt~) ~Ct?T1'AO) {*~0)(j;).Q~4m } (1941-42 
iF,;f-:--!::"~~-'~:--9-~) ~c1t,ll.~TJJ.n~7M~nxJ:? 0 

*i[B"C')i5ll1 ~ t.: B*~*o aJ.l5ii25iF (1892) **m-**!tt:1* (mx-rtf!IIJf) t: , )tf.!§:;tfiB· 
f,ly:-- ( ~) O)~~t ~T~~n.Q o f'F~t: rf.!§~J rf.!§3jZ~J ~cO)FP:Xt.J~·(j;).QO)ti, ;::0) 

)tf,lO):gt: J:.Q 0 ±-!Bj[;0)/J\~*,1 , ~~/J\~~~ 1t$~0){~ , **~:ll:**tf!~*,1t:1'±~tf! t:* 
i[B"'-W , *i[Bm-:ll:~~Wr~~*,17.llJfl}I:A~0 ~iF~~%fqI~~*,1t:A fJ.~, *lE 4 iF(1915) 

~*,11t$~0 *YC\'\T*lE 7 iF (1918) $tt:7.lIJHt:A~ ~t.:~~Wr~~*,11t$~0 1'±~tf!tJ> 0 
f'F~W~)i5ti1tMt~ , *lE 8 iF (1919) {~} "C'*.Mt::fJJA~o ~10iF (1921) 0.0 ('8'l*:Ifi 
~) "C'~.M0)~~~1t~ :W- ~ , ~11iF (1922) t:t { i§.I } "C'tlH~ 1t~tt.Qt;::0t~-::>T , * 
i[BO)B*~*t ~To)±-IMJ1:1t~\,\t.: o 

-rO).M~1tf'FJ!l1ttf!/L\t:::;g.X TJJ..Q t , :fJJ~~' .M~~~' pj(; ~~~~. ~~~o)l29~~t:*LtTJJ..Q 

;:: t t.J~'"C' ~.Q t.J~' , ~ "f:fJJ~~Ii~~Wr~~*,11t tf!/L\t:*i[B)*0)1~tm"C' (j;) .Q~~ • ~.1t~/vt': 

a~~~"C' , 1iEl3 t ~ T ti~W~~~L -r O)~fl t: J: .Qsm tf~pj(; t \, \? J: ? ~;:: t tJf~Ms t ~ 
-::>t.: o M~c 0.1} t.J~' ;::O)~~O){tSf'Ft~.Q o -r ~T/XO).M~~~tiaBfIl7iF (1932iF, 40~) 




